
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちかと 
● 草津栗東防犯自治会  ℡０７７－５５１－０１０９ ● 草津警察署  ℡０７７－５６３－０１１０ 

草
津
市
内
で
特
殊
詐
欺
の
電
話
が

発
生
中
！ 

８
月
６
日
、
草
津
市
内
の
高
齢
者
方
な
ど
に
、

草
津
警
察
署
員
を
名
乗
る
詐
欺
電
話
が
複
数
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
犯
人
は 

「
銀
行
と
郵
便
局
の
職
員
を
逮
捕
し
た
ら
、
名 

簿
に
あ
な
た
の
名
前
が
あ
っ
た
。
あ
な
た
の
口 

座
が
不
正
利
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。」 

と
い
っ
た
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。 

そ
の
ま
ま
電
話
を
続
け
て
い
る
と 

「
職
員
が
近
く
に
い
る
の
で
行
き
ま
す
。」 

「
一
旦
預
か
り
ま
す
。
（
確
認
し
ま
す
。）
」 

な
ど
と
言
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
だ

ま
し
取
り
ま
す
。 

現
在
、
県
内
各
地
で
警
察
官
・
銀
行
員
等
を
名

乗
る
不
審
電
話
が
頻
発
し
、
い
ろ
い
ろ
な
だ
ま
し

文
句
で
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。 電

話
で
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
の
話

は
、
決
し
て
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
家
族
や
警

察
、
関
係
機
関
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
詐
欺
電
話
の
情
報
を
ご
家

族
や
お
知
り
合
い
な
ど
と
共
有
し
、
地
域
の
み
ん

な
で
声
を
か
け
合
い
、
振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

   

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
方
策 

・
留
守
番
電
話
の
設
定
に
す
る
。 

・
す
ぐ
に
電
話
を
切
る
。 

・
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
の
電
話
機
に
替
え
る
。 

・「
お
金
の
話
」
が
出
た
ら
、
詐
欺
を
疑
う
。 

・
誰
で
あ
っ
て
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し

た
り
、
暗
証
番
号
を
教
え
な
い
。 

・
必
ず
、
警
察
や
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

・
家
族
や
ご
近
所
な
ど
周
り
の
人
に
も
注
意
を
呼 

び
か
け
ま
し
ょ
う
。 

 

不
審
者
の
出
没 

・
発
生
日
時
・
場
所 

８
月
３
日
（
月
）
午
後
５
時
こ
ろ 

栗
東
市
内
の
霊
仙
寺
交
差
点
付
近 

・
状
況 中

学
１
年
女
子
生
徒
３
人
が
、
歩
道
を
歩
行 

中
、
１
人
の
男
が
「
信
号
待
つ
の
面
倒
よ
な
」 

と
声
を
か
け
て
き
た
。
男
の
言
葉
が
聞
き
取
れ 

な
か
っ
た
女
生
徒
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
返
答 

す
る
と
、
男
が
急
に
女
生
徒
に
抱
き
つ
こ
う
と 

し
た
。
女
生
徒
が
と
っ
さ
に
避
け
、
早
歩
き
で 

立
ち
去
ろ
う
と
す
る
と
、
男
は
し
ば
ら
く
後
を 

つ
け
て
き
た
も
の
。 

・
男
の
特
徴 

濃
い
色
の
ハ
ッ
ト
型
帽
子
、
肩
ま
で
か
か
る 

金
髪
の
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
、
バ
ラ
柄
の
シ
ャ
ツ
、 

ジ
ー
パ
ン
、
マ
ス
ク
着
用
、
首
に
冷
感
タ
オ
ル 

を
巻
い
て
い
る 

《
注
意
点
》 

・
出
掛
け
る
時
や
外
で
遊
ぶ
時
は
、
複
数
人
で
行 

動
す
る
な
ど
、
子
ど
も
が
一
人
に
な
ら
な
い
よ 

う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
か
な
い
、
す
ぐ
に
逃
げ

る
、
不
審
な
人
を
見
た
ら
大
人
に
知
ら
せ
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

一
人
暮
ら
し
の
女
性
の
方
へ 

昨
年
同
期
と
比
較
し
、
栗
東
市
内
の
性
的
犯
罪
は

増
加
し
て
い
ま
す
。 

次
の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

 

●
自
宅
に
入
る
と
き 

・
ド
ア
を
開
け
る
前
、
も
う
一
度
周
囲
に
人
（
不
審 

者
）
が
い
な
い
か
を
確
認
す
る
。 

・
ド
ア
を
開
け
た
ら
素
早
く
屋
内
に
入
り
、
す
ぐ
に 

施
錠
を
す
る
。 

・
帰
宅
の
際
、
玄
関
で
「
た
だ
い
ま
」
な
ど
と
言
い 

な
が
ら
入
る
。 

 

●
お
休
み
前
に 

・
玄
関
は
も
ち
ろ
ん
、
盲
点
と
な
り
や
す
い
ト
イ
レ 

の
高
窓
等
の
戸
締
り
を
確
認
す
る
。 

※
上
階
で
も
、
ベ
ラ
ン
ダ
等
か
ら
侵
入
さ
れ
た
事
例 

も
あ
り
ま
す
。 

 

●
来
訪
者
に
対
し
て 

・
ド
ア
を
開
け
る
前
に
相
手
を
確
認
す
る
。 

・
ド
ア
チ
ェ
ー
ン
を
外
さ
な
い
で
対
応
す
る
。 

※
宅
配
業
者
等
を
装
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ド
ア
を
開
け
る
前
に
誰
か
ら
の
配
達
物
か
を
確 

認
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
こ
ん
な
工
夫 

・
男
物
の
洗
濯
物
（
下
着
）
を
干
す
。 

・
表
札
に
男
性
の
名
前
も
記
載
す
る
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
２
年
全
国
地
域
安
全
運
動 

10
月
11
日
（
日
）
～
20
日
（
火
）
ま
で
の
10
日
間
、

全
国
一
斉
に
「
令
和
２
年
地
域
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
発
生
を
抑
止
し
、
安
全
・

安
心
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
各
関

係
機
関
・
団
体
等
が
期
間
を
定
め
、
地
域
安
全
活
動
の
効

果
を
最
大
限
に
挙
げ
て
、
浸
透
と
定
着
を
図
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

今
回
の
運
動
重
点
に
つ
い
て 

全
国
重
点
が 

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止 

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止 

の
２
点
、
ま
た
、
滋
賀
県
の
重
点
が
、 

住
宅
に
侵
入
す
る
窃
盗
被
害
防
止 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
な
ど
に
も
ご

配
意
い
た
だ
き
、
各
地
域
の
情
勢
に
合
わ
せ
た
自
主
防
犯

活
動
の
取
り
組
み
の
推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

防
犯
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表
彰 

長
年
、
地
域
の
防
犯
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

個
人 

阿
部 

美
千
代 

様
（
栗
東
市
） 

宇
野 

敬
造 

様
（
草
津
市
） 

奥
村 

弘
美 

様
（
草
津
市
） 

団
体 

日
松
テ
ク
ニ
カ
有
限
会
社 

様
（
栗
東
市
） 

～
地
域
安
全
ク
イ
ズ
～ 

「
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
ま
ち
か
ど
」
で
は
、
犯
罪
被
害
予

防
情
報
や
生
活
安
全
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
本
号
で
は
、
皆
様
に
ご
配
意
い
た
だ
き
た
い
こ

と
に
関
す
る
問
題
を
掲
載
し
ま
す
。 

正
解
者
に
は
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
正
解
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
記
念
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◆
応
募
締
切
…
令
和
２
年
10
月
19
日
（
月
）
到
着
分 

 《
問
題
》 

左
下
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
二
重
線
の
マ
ス
内

の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
次
の
文
章
の
縦
線
部
の
四

文
字
を
埋
め
、
文
章
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
、 

密
閉
、
密
集
、
密
接
の
〇
〇
〇
〇
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。 

 《
応
募
方
法
》 

〇
は
が
き
で
応
募 

問
題
の
答
え
（
縦
線
部
の
四
文
字
）、
応
募
者
の
郵
便 

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載
し
、 

栗
東
市
安
養
寺
１
丁
目
13-

33 

栗
東
市
役
所
危
機
管
理
課
内 

草
津
栗
東
防
犯
自
治 

会
事
務
局 

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

〇
メ
ー
ル
で
応
募 

k
i
k
i
k
a
nri@city.ritto.lg.jp

 

の
ア
ド
レ
ス
に 

問
題
の
答
え
（
縦
線
部
の
四
文
字
）、
応
募
者
の
郵
便 

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載
し
、 

栗
東
市
役
所
危
機
管
理
課
宛
て
に
送
信
し
て
く
だ
さ 

い
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
応
募
し
て
く
だ 

さ
い
。 
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２ 

 

 

 

３ 

 

  

 

  

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

タテのかぎ            ヨコのかぎ   

２ 物事のはじまりの段階。    １ ある行動の準備として 

〇〇→中盤→終盤。       身なりを整えること。 

３ 足を包む革や布などでできた  ４ ばけもの 

はき物。            ６ 借金などをすべて返し 

４ 小高くなった土地。山よりも   終えること。 

低く、傾斜もなだらかなもの。 

５ 「今朝」の読み方は？ 

 
令和２年８月中の犯罪発生状況 

（草津警察署管内） 
 

【刑法犯認知件数】総数 89件 
 
【主な犯罪発生件数】 

・空き巣等 ………………１件 

・ひったくり ……………０件 

・自転車盗 ………………21件 

（うち施錠なし ……13件） 

・万引き …………………10件 

・自販機ねらい …………０件 

・車上ねらい ……………12件 

・オートバイ盗 …………２件 

・器物損壊 ………………10件 
 

 


